
第２回 横浜市市有建物を活用した障害者雇用創出・就労啓発事業における 

運営事業者選定委員会 次第 
 

  日 時 平成 29年 11月 13日(月) 

９:00～12:00 

場 所 横浜市庁舎 ７Ａ会議室 

 
≪次 第≫ 

 

 

１ 開会                         ９:00～９:05（５分） 
 
２ 障害福祉部長あいさつ                 ９:05～９:10（５分） 
 

３ 議事                    

（１）選定基準の確認（財務評価について）         ９:10～９:15（５分） 

（２）応募事業者からのヒアリング・採点          ９:15～11:15（120分） 

 

休   憩（11:15～11:30）※事務局による集計 

 

 

 （３）選定                        11:30～11:45（15分） 

    ・事務局からの集計報告 

    ・運営事業者候補決定 

    ・意見交換（事業者への要望等） 

 

４ 閉会                         11:45～11:50（５分） 

 

１ Ａ者 
９:15～９:45（プレゼンテーション（10分）・ヒアリング（20 分）） 

９:45～９:55（採点（10分）） 

２ Ｂ者 
９:55～10:25（プレゼンテーション（10分）・ヒアリング（20分）） 

10:25～10:35（採点（10分）） 

３ Ｃ者 
10:35～11:05（プレゼンテーション（10分）・ヒアリング（20分）） 

11:05～11:15（採点（10分）） 
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２ 審査項目及び配点 

審査の項目と視点 評価点 比重 配点 

１ 理念及び応募理由 
5 ×１ 5 

・ 理念に即した応募理由となっているか。

２ 事業実績等 

5 ×１ 5 ・ 提案した事業を確実に実施することができる、信用・実績があ

るか。

３ 経営状況の安定性 

5 ×１ 5 ・ 財務状況が健全であるか。

・ 安定的な資金調達能力があるか。

４ 事業概要 

5 ×１ 5 ・ 事業全体の３年後及び５年後の中期的な見通しを描けている

か。

５ 事業計画の実現性 

5 ×１ 5 
・ 各年度の事業のスケジュール及び内容は実現可能なものか。

・ 事業計画と収支計画の整合性が図られており、現実的である

か。

６ 障害者への配慮 

5 ×２ 10 
・ 障害の特性に配慮した事業内容、体制（労務環境、人材育成等

を含む）、設備か。

・  障害者雇用促進法の合理的配慮の考えが提示されているか。

７ 地域連携 

5 ×１ 5 
・ 地域の状況や特性を把握しているか。

・ 事業の中でいかに地域や関係機関と連携するか、具体的に書か

れているか。

８ 普及啓発・地域貢献 

5 ×２ 10 

・ 普及啓発の取組により、市民・企業等への障害理解の促進を期

待できるか。

・ 地域貢献に対する考え方が提示されているか。

・ 障害者のスポーツや文化・芸術活動の振興に寄与するか。

合計 50 

満点：50点×６人＝300点 

ア いずれかの審査項目の評価点が最低点（１点）と評価された応募者は、得点 の如

何に関わらず失格とします。 

イ 審査項目の合計点数が最低制限基準（６割、180点）に満たない場合は失格としま

す。

ウ 応募者が１者であっても、ア又はイとなった場合は選定されず、再度公募を行いま

す。
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